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F 2,11i囲 星dwood5``Reaごn'o,"〃伽 置 砂 伽gni躍 〃40 .ryg'n,"0麗Ibr司,(1934).
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woodその他1こ.依て積張された所謂遽鎮反慮設が基礎的の理論 として承認 されて來た ものであ
る.
然るに,上述の理論は,無照爆嚢反慮が氣相均一系の反慮であると云ふ溶在的假定 を前提條
件 として始めて成立する ものであるが,第2報ロ}に於て指摘 した様 に,氣艘爆磯反感は少 く共火
花爆獲及び熱爆磯反醸に闘する隈1,p氣相均一rteではな くて,局部的に誘起 された急激反慮
帯,帥ち所謂火焔の偲播現娘である事が寅駒的に確 められ るのである.即 ち,從來の爆獲反懸
理論はその根本假庫が 實駒的に否定 されたわけであつて.之 を華礎 として誘導された 爆資條
件式も,全くその理論的根櫨を失つた事になる.,又從來の理諭 に於ては,第2報 蕃者論にも示 し
た様に,反慮機醇として幾多の連鎮的素予反態が暇定されて,その綜合敗無としての反態速度
式が誘導されてr,るが,それ らの素子反慾白身の可能性並にそれ ら411Eil1J9の關係は,實駿的根
振の極めて乏 しいものである.斯 くの如 く實駿的撰擦の乏しい假電 を多激に含むと云ふ事 も,
從來の理論の弱貼であると云ふ事がIll來る,又 從來の爆費反感理論に於ては.實 験的 にも理
rynnM的にも火焔簿播現象を殆 ど全 く無覗Lて 來た事を指摘する事がn,來る,
籾て,然 らば黛艦爆蛋反慮とは如何なる化學現象であらうか,eaち爆獲反慮の定義如何とい

















ねばならないと云ふ事 を俣本假定 とするものであつて,a常にLの 活性化歌態の原子論的吟味
が匡11心問題となつて來たのであるが.今その戯覗的槍討ば姑 くお き,爆褒反慮の基本過程を反
慮系の活性化過程として見ると,起爆過程に於てii,常に活性化エネルギーは反懸系外か ら興
へ られ るのであるのに反 して,傳播過程に於ては.活性化エネルギーは反慮系1勾で自給ri足さ
れる,L'liち急激反慮姫か ら未反晦部分へ向つて順吹傳逮 され るものとxへ る事が出來 る.今前
者を第一次活性化過程,後 者を第=次 活性化過程と呼.ぶ事にする.この第二次活性化過程は一
















1)光 化131的爆 凝 及 び厭 繍 爆 獲 等 の 場合 に就 ては.,ま.だ直 擾 實 駿 は して ゐ ない が,之 を賞験 的 に確 め る方
法 は あ る と考へ ら竃しる.
2)贋幽晒elw・咄."Tlie｢7rsN&sof伽'肋'伽Mgr'㌧。・c…1〔194(1)・.p.41・
3)旭 爆{*作と しては,町 と の外 に 火娼 を71搬乙働 咄 來 るが1こ オし[燃 ,光,順 ノ以 ぴ電 氣 的 鱗 者敷 撃








雨基本過程をr{camく分離 しては 考へ られないも.のではあるが,そ のエネルギー授受關係及
び時闇的.先後の關係に於て一慮爾者は悶別する事が出來るのである.1wて.爆 獲隈界條:件も
一慮起爆條件と傅播條作とに分 けて弩へる事力咄 來る.而 して爆獲反慮が起つた降芋には.常に
起爆簿播雨條件が充た され て居らねばならな..いが,爆獲反tが抑制 される爲1ζは,爾條件の中
.5
一つが訣除 して居れぽ充分である.
要すろ/L,氣膿爆畿反慮 を巨覗的な見地か ら現象論的に,活性化 エネルギーの述鎮的悔播現
象と考へて,爆捜限界條件を理論的ic,し,之 を塞礎 として.庚 知の諮事實の記遠設明を.試
みんとするのが本論文のi三.nである.
∬ 爆 臓 限 界 膝 件 と活 性 化 退 程
今 この系に起 るrは 化學量 論的 に
n(aA十bl3).→n(cC十an十q)(1)
nる 形式で表 され る もの とし,そ のiii小要素反癒(a:¥十h】{)を以て翠位 反慮 封 と呼 ぷ享 に し,
この反悠分 子針の濃度 をly,てrte;系の 濃度 を表.すもの とす る.遮 に(1)式でqは 上 の蹴位 反
臨 に於 け る反慮熱 を示 す もの とす る.然 るに反慮速 度論に依れ ば 第11剃に示 す様 に1な る
欺態 にxrる反慮系が反臨 して,Fな る歌態 に移る爲には.先 づ活性 歌態Aを 経 な けELIばな
らないと され て居 る.今 この活性 化 エ ネルギ ーを(上 の翠位 反態 に關 して)ε とす る.euち各
軍位 反慮毎 に活性化 エ ネルギ ーEを 吸牧 して活悔1「1こ態 とisu.然 る後 〔ε十q}丈の エネノレギ.一
(これ をQで 一r)を放 出 して反慰終 結状態 に移 るわけで ある.【⊃次 に反慮 系中の%tellilを傳播





































uこ のLmび 〔C十q)ポ如{nf7[る形 式 に て授 受 さ.れるか に 就 て は,後 の 問 題 と して芸 で1釧 覧に 状態 差.と





依て之に隣接する未反慮部分が第1圖 に示ナ棲な 過程を経て活性化 されて反慮を起ナものと
假定ナる.今ある瞬聞に於て この火娼先端に於ける畢位容鎖巾の軍位反憾封の数 をnと する
と,そtか ら放出され るエネルギーはnQで 表され る。 このエネルギーが全郁未反懸郁分の
活性化剛 ひら竃、たとすれば.涜堵性化され得る分子射の救は 里 である が,皿 に 熱ヱネル
ど
ギ ーとなつた り光 と して縮射 され た り,そ の他反慮1こ興 らない方向ICtネルギPが 泊費 され
る事 を考 へて,有 数 ヱネルギ ーの割 合をT(之 を假tこ活性化係数 と名赫 け る)と すると實際 活
性化・れる分予針の麹 ・ 響 嬢 ・れる事・な・・次・この活性化された分ア群が鳳
て脳 するエネルギー蘭 胴 様1.して ・n♀εtt。るべきである.然るに火uaが鱗 す可き
條件は,各 反慮部分から放出されるエネルギーと活性化の爲に受けたエネルギーとの比 配が














とな り,(3)と同 じ形となる.即 ち(3)及び(4)式は偉濡條件を與へると同時に起爆條件を意
味するものとなる.之 を爆璽條件式と呼ぷ事にする.













皿 限界 蹟度 と反慮熱
起爆條件並に稗播條件 を與へる(3)式に於て活性化係救Yは 畢位容概の未反懸氣罷に針し
て輿へ られたエネルギーのa,,活性化に用ひ られる制合を示す値である.が,この割合は,反憲
分子封め濃度cが 小 さい範圃内ではcl.こ比例すると考へられる.そ して,(1)式に於て一方
の成分氣櫃の割合が他に比 して小さいu(.例へば燃焼反慮に於て酸素或は室氣が燃焼氣饅 よ




























































































































































































































































































































































































































































































































と表 し得 るもの と考へ られ る.但 しkは 或恒敏で ある.之 を(})式に人れ ると
k・(9+・}≧1(の
E
今或 一定隈 力の下に於 ける反慮分7$.}iの最 低限界濃度Coの 場 合 を考へ る と,こ の時 には,(7)





購 ÷ ・(÷)・ ・直棚 係・あ棚 ・・… の ・・未saidであ・・繍 み・J・…1・
の集めた敏1直表に從ひ約八十種頚の物質 に就 て,爆嚢下限界濃度C。及びqの 数値(第一…klを
FiJひて,⊥ と,1との關f紐 圖1.示すと第.31肋椥.な つた.LUち」一・とqと は炭化螺
COCo
を始め多 くのイ戯 化合物の蒸氣蹴 ては大髄直線關係にある事がわかる・この結果と(8)式と
を墾r照して考へると,kが若 し各物質.に就て共通と見傲 し得るな らrx,各有機化合物の燃焼反
雌iの活性化工・ト'レギーEが,近 似的に等 しい ξ云ふ事にな.る.tの意味は不明であるが,イ∫
機化合物の燃焼1畑鉗よ少く共 その初期活性化過程に共通な 所がある事を暗示するものではな





の如 き關係を示 して居る.試 みにqとc。 との積 を示すと第一表の右端の様にな り,大髄同
程度の救敏を示して居る:事がわかる.fibしxや9の数値に就て詳細に論ナる1A!IILは更めて,
一定條.件の下icYq測する必要があると考へ られ る.
第3圃 に於てC亀 及uH:が 他の物質群か らかけはなれて居る事は注意すべ き事であるが,
これはkやEが 他の物質と非常に異 る事 を意味するものであらうとも解糊される所である.
IV下 限界歴と反礒氣禮 の熱傳導度





めて大 きな氣盟(例へば水素の如 き)が關興する揚合には,熱 傳導度が大きくなる秘 エネル
ギーの分散率が柵 し,.從てrは 減少すると考へねばならなVO.














となる.從 て下隈界以 下に於 て1ま1)EPち反慮鍬の濃 度は少 さ くなつ て,上 の關係が満 足.され
な くなつた と考 へ る事が 出來 る.帥 ち下限界 に於ては,仰 播篠 件力:不旺 して 居る と云ふ』`にな
る.こ れ は 火花爆焚 の下隈界歴 に就 て も同様 であ る.
V下 限 界 屋 と 温 度
爆 獲條 件式(3)に於 て,γ と温 度 との 關 係を考 へ ると
r=kl'e"e/i{T
と置 く事が 出來 る.元 來rと は定義t.こ依bp一 定の エネル ギ ー1.C.依て 購位容 積丙の灰慮分子


























noffの様 に爆褒反慮 を均一氣相反態と假定せ一鈷に,火眉傳播現娘 と考へて も導.く事が1.lt來るの
で.ある。2⊃




































































〔sic,十〇.〕の嬢 獄 臨 界密 度(1)は 熱爆 鼓 限 界
(2)㈹(4〕 働 ㈹ は 諏 々の 火 花 エ ネル ギ ー




上の.各錨に反懸系を持來 る爲には第4闘 の黙課が示した様な繧路 を縄ねばならなv・.
の道程に於て!3'.%然硝子器壁表面に鵤媒反態カ1起り,.且つその反懸生成物質た る水蒸氣の爲に
自家中iV一現象が起 り得る事力{容易に推察される.而してこの表面反感の抑制現象ぼ水蒸氣の表
面吸着に依ると,;へて も,又水蒸氣の擬散速度がおもいと考へて もよいが.5}何れにして も張
.Y'1W.作ruではな くて,濫度を.Lげた り或は減歴 して内部を蝿搾する事に依てその抑制作用を除
き得る程度の ものと假定すると,第4闘のns線の如き経路 を綬て上隈界歴tlh線上に到達 した時





























木 俣 置 清 水,後 藤;本 菖15"42(昭11り=化 研 講 演 集 、 箪12韓,63頁(昭1`り ・
第1報=本-蕗16,101頁.
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坤 火 花竃 厭(Vo取5)















於て認められて屠る.次 に(3)は木俣等の實瞼に も記述 されて居るが,それ よりも,もつと明
かな事實は城野氏あ實瞼ηに於て之 を見る事が田來る.Epち酸素及水素 を各 々別に加熱 してお







2)木 俣,滑 水,後 藤;本 誌,且5,99(X16)・.
3)蛾 野1本 跨,9,1(昭10).
4)搬 野 冨本 言志rI5,18(口 器16)・
.`
TheReviewofphysicalChemistryofJapanVol.16fNo.3(1942)
No.5 ONEXPLOSiV盆 良塾:ACTIONSOFGASES lfiu'
要するに,上隈界以上の座力に於ては,表面反慮生成物に依て起爆條件となる可き念激表面
反慮が抑制されて居る爲に爆嚢條件が成立 しな、(ものと考へる事が出來る,
VH上 限 界 膣 と 温 度
上述あ如 く,上限界躍以上に於ては表面反慮生減物の篤に表面反憾が抑制されて居ると考へ
らnるのであるが,今上隈界曲線上ではこのr抑 制物質の蒸濃速度が大 きくなつて,その爲
に表面反慮が再び促進 されて,鼓 に起爆條件が成立する ものと假定する。
次・鞭 搬 ・・近似的・氣相・堅・・凹 ・逆比例す・… し1蜥 ・懸速度(葡 が
抑.111'物質の蒸爽速度に比例するものと假定する.と
dt
而 してこの速度恒教k7は 表面抑制物質の蒸褻熱をLと すると次の様な關係が威立すると
考へられる.笥
k'2k"Tmビ琳 τ{mく2)(18)
但 し,k"は温度に無關係な或恒数であTom,從て(17)式は近似的 に次の如 く書直され る.
dt
但し・ 戯 鰍 であ・.而して起爆條伊卜・職 する爲・は・の 書 戯 淀 限↓豚 鍵
せねばな・な噛 へられ・.鵬 験h限 懸 馬 ・於ては・の表mitt速度 薯 獣




但 しA及uｻは 或恒救 で ある.帥 ち上限界歴 の勤敏 と温 度の逆敏 との聞1系は直線的 とな る筈
で ある.こ れ は第2報 緒 論に於 て,imした,Hins』clWoodの癖 いた關 係 と全 く同 一であつて
第2報 第2岡 に示 す様 に實験 事 買に も よ く一致 する もので あるが,上 の如 く全 く異 る解 揮が
な され得 るので ある.帥 ちIlinshehvood.等は.ヒ隈界藤現練 を,氣 相 中に於 け る三分 子衝突に
依 て活性分 子の浦失 する事 を假定 して 導 いた もので あるが,一ヒ述 の様 に反臨物質 に依 る 表 面












斯 くの如 くして,下 限界歴以下では億播條件(氣相)が不充分であ り,上限界歴以上では起
爆條件(表面)が不充分の爲.に,爆嚢反慮が抑制されて居ると云ふ事になる.結 局,第2報 の緒
論に於て述べた様な,從來一般に認 められて來た見解 とは全 く異 なる解樺が成立する事が示さ
れたわ.けである.
V口1爆 発 反陰 と屋 力敵果
從來の爆獲反聴i理論に於ては,均 一系蓮鎖躍1の建度が 極めて大となつた 極限の揚合 を以
て爆彊反想を定義 し,n.づ.その反悠速度が 反慮系の全堅力蟹化に射慮するものと考へて理ee
的考察 を行つて居.る1⊃が,一 般に駆力墾化が所謂反臨速度に射慮するのは,少 く共氣相反慮系
が,温 度,組 成及び濃度等 に關 して均一と見微 し得る揚合.に限.る事を忘れてはな らない.
???る1ζ爆装反懸に於ては,急激表面反態及び火燗の存在 を認める限 り反晦の違行中,徹頭傲
尾反慮系は.巨観的な意味に於て不均一である≒考へねば毎らない。從て,この際匪力計に及ぼ




14の大小を以て 爆獲反慮 を定義する事は,實 駒的にも理論的1こも塗 く無意味と云はざるを褐
ないのである.
仙 し 爆獲反懸 固1=ふ特殊3.zP4E力致果を観察する事は決 して無意味ではな く,實用的な立損
か ら,寧ろ,必要な事であるのは云ふまで もないが,こ の揚合にも座 力記録には,歴 力計白身
の特性が混入して その一Ai的考察 を困難ならしめる揚合がある事 を渚慮に入れておく可きで





狽隈界條什式が誘鯨 され,之 を基礎 として,現象論的に詔種の慕實 を記述詮明する事が川來 る.
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